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まえおき 

もちろん、ウシの話です。そしてオシリではなく正確にはシッポの付け根、尾根部とよばれるところ

についてです。疥癬（かいせん）という病気を聞いたことがありませんか？疥癬とは、「ヒゼンダニ」と

いうダニが皮膚の角質層（いちばん外側の部分）に寄生する疾病です。ヒトやイヌ・ネコも疥癬になり

ますが、ウシではダニの種類が少し異なり、主な原因となるのはウシショクヒヒゼンダニというタイプ

です。ちなみにショクヒは「食皮」と書くようです。多くは尾根部に特徴的なカサカサ病変を形成しま

す（写真１）が、後肢の内側などにも病変をつくる場合もあります。 
 

症状 

ダニの病気ということで、ご想像の通りかなり強いかゆみを伴う

ようです。そのため、病変部（尻尾の付け根）をこすり付けたり、落

ち着きがなくなったり、尻尾を頻繁に振ったりといった症状を示し

ます。その強い痒みのストレスにより、重症化すると乳量や採食活

動の低下、繁殖への負の影響につながるという報告もあります。 
 

ヒゼンダニの確認 

せっかくなので、確かめてみました。疥癬症に罹患したウシの尾根部をカリカリして角質を採取さ

せてもらいました。そして、顕微鏡を使って確認しました！写真２と３が採取したサンプルを用いて、

実際に顕微鏡で見つけたヒゼンダニです。 

           

治療法 

基本的な処置は「ポアオン」といって、背中に沿って直接薬剤（駆虫薬）を垂らすだけです。育成牛

であればアイボメックなどが使用可能で、軟膏と混ぜ合わせて病変部に塗っている農家さんもいま

す。アイボメックは搾乳牛には使えないので、エプリネックスなどが利用できます。よほどの重症症例

でなければ基本的には 1 回の塗布で治癒します。疥癬が蔓延している農場では、定期的な駆虫薬の

“ポアオン”が生産性向上につながるかもしれません。最近、増えてきたな～という方がいましたら、

弊社獣医師にお声がけください。 
 

おわりに 

疥癬は地味な疾病ではありますが、ウシからウシに直接的・間接的に拡がる可能性があります。海

外の文献ですが、疥癬が原因の痒みによる生産性低下（経済損失）も少なくはないよという報告もあ

りました。これを機にウシのオシリ（尾根部）をチェックするもいいですね！ちなみに育成牛でよくみ

るガンベは皮膚糸状菌症（白癬）といって、ダニではなく真菌が原因で起こります。 

写真１． 
検診中に発見して、撮らせても
らったウシの尾根部 

写真２． 
ダニを 4倍の対物
レンズで発見！ 
 
黒い長いものはお
そらくウシの体毛
ですね 

写真３． 
体長約 200 μm 
（0.2 mm） 
 
見ているだけで、
だんだんかゆくな
ってきませんか？ 
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